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河内新聞
　

10
月
９
日
に
行
わ
れ
た
第
４
回
世

界
に
羽
ば
た
け
「
夢
」
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
（
一
般
財
団
法
人
青
少
年

夢
応
援
隊
主
催
）
で
特
別
賞
「
ク
レ

ア
モ
ン
ト
賞
」（
語
学
レ
ッ
ス
ン
無
償

１
年
間
受
講
権
利
）
を
提
供
し
た
ク

レ
ア
モ
ン
ト
外
語
セ
ン
タ
ー
・
高
尾
智
恵
代
表
を
訪

ね
た
。
阪
急
電
車
宝
塚
線
・
池
田
駅
下
車
。
呉
服
神

社
方
面
に
徒
歩
２
分
。
鳥
居
を
く
ぐ
れ
ば
お
し
ゃ
れ

な
た
た
ず
ま
い
の
建
物
が
ク
レ
ア
モ
ン
ト
外
語
セ
ン

タ
ー
だ
。

　
優
し
い
ま
な
ざ
し
の
お
母
さ
ん
経
営
者

　

高
尾
智
恵
さ
ん
は
小
学
１
年
と
３
年
生
の
娘
を
も

つ
穏
や
か
な
母
親
で
あ
る
と
同
時
に
高
い
志
を
秘
め

た
経
営
者
で
も
あ
る
。
設
立
の
動
機
に
つ
い
て
、「
国

際
交
流
を
通
じ
て
日
本
や
日
本
人
の
良
さ
を
世
界
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
自
ら
の
体
験
を
語
っ
た
。

そ
の
原
点
は
高
校
時
代
の
カ
ナ
ダ
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
だ
。「
英
会
話
も
ま
ま
な
ら
ず
、
日
本
の
こ
と
も

う
ま
く
説
明
で
き
な
い
と
い
う
葛
藤
の
日
々
だ
っ
た

が
、
我
が
子
の
よ
う
に
接
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

思
い
や
り
と
共
感
が
通
じ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
関
係
を

築
き
あ
え
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
留
学
で
身
に
つ
け
た
異
文
化
交
流

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
り
海
外
へ
の
関
心
が
高
ま
り

大
学
で
は
国
際
関
係
を
学
び
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
院
に
入
学
。
当
時
は
Ｍ
Ｂ
Ａ

コ
ー
ス
を
学
ぶ
日
本
の
社
会
人
が
多
く
、
気
後
れ
し

た
が
国
際
政
治
経
済
を
専
攻
し
、
発
展
途
上
国
の
民

主
化
と
経
済
成
長
と
の
関
係
や
人
権
問
題
を
学
ん

だ
。

　

２
０
０
５
年
に
亡
く
な
っ
た
著
名
な
経
営
学
者
、

未
来
学
者
の
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
の
授
業

は
受
け
な
か
っ
た
が
、
よ
く
テ
ニ
ス
を
し
て
い
た
姿

を
見
た
と
、
楽
し
か
っ
た
２
年
半
を
懐
古
。
こ
れ
が

２
０
０
４
年
に
開
校
し
た
語
学
セ
ン
タ
ー
「
ク
レ
ア

モ
ン
ト
」
の
由
来
で
あ
る
。

　

社
会
的
支
援
に
は
即
断
即
決

　

将
来
の
夢
や
目
標
実
現
に
経
済
的
支
援
が
必
要
な

若
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
夢
」
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
。
協
力
の
き
っ
か
け
は
西
瀬
ま
り
こ
業
務
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
報
告
だ
っ
た
。「
昨
年
、
ス
ピ
ー
チ
を

聞
き
、
そ
の
感
動
を
代
表
に
報
告
し
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
場
で
決
め
て
い
た
だ
い
た
」
と
言
う
。
今

年
の
「
ク
レ
ア
モ
ン
ト
賞
」
の
森
一
斗
君
（
17
）
は

11
月
か
ら
週
１
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
る
。
高
尾
代
表
は
「
語
学
に
関
心
の
あ
る
若

者
が
多
く
、
社
会
貢
献
意
識
も
高
い
の
で
継
続
し
、

貧
困
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
る
小
学
校
３
年
生

か
ら
の
英
語
教
育
義
務
化
に
伴
い
自
発
性
を
育
む
た

め
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
導
入
し
、
併

せ
て
英
語
を
教
え
る
先
生
の
た
め
の
資
格
取
得
講
座

開
設
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

地
域
活
性
化
に
講
師
も
積
極
的

　

高
尾
代
表
は
観
光
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も
あ
る
。

商
店
街
の
飲
食
店
か
ら
イ
ス
ラ
ム
教
徒
向
け
の
食
事

（
ハ
ラ
ー
ル
）
な
ど
個
別
相
談
に
応
じ
助
言
し
て
い

る
。
市
内
に
あ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記

念
館
に
出
張
レ
ッ
ス
ン
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
で
協

力
。
企
業
の
会
社
名
の
表
現
方
法
、
翻
訳
・
通
訳
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
強
み
は
英
語
や
フ
ラ

ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
講
師

が
出
身
国
の
文
化
・
社
会
制
度
な
ど
に
対
応
で
き
る

こ
と
だ
。
高
尾
代
表
は
「
池
田
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
た
い
」
と
意
欲
的
。

　

ち
ょ
っ
と
違
う
レ
ッ
ス
ン

　
「
英
語
de
ヨ
ガ
」「
子
連
れ
de
ヨ
ガ
」は
本
場
ネ
パ
ー

ル
出
身
の
講
師
が
ヨ
ガ
を
英
語
で
指
導
す
る
。
未
就

学
の
子
ど
も
も
親
と
同
室
で
き
る
か
ら
安
心
感
が
あ

り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
健
康

増
進
と
一
石
二
鳥
。
通
訳
は
高
尾
代
表
だ
。

　

シ
ニ
ア
層
に
は
あ
の
懐
か
し
の
名
曲
を
英
語
で
歌

う「
名
曲
ク
ラ
ス
」が
あ
る
。
仕
上
げ
は
隣
の
ス
ナ
ッ

ク
と
か
。
シ
ニ
ア
向
け
の
「
脳
ト
レ
英
会
話
」
は
身

体
を
動
か
し
、
音
楽
を
聴
き
、
英
語
で
会
話
す
る

認
知
症
予
防
コ
ー
ス
だ
。
乳
幼
児
か

ら
シ
ニ
ア
ま
で
イ
キ
イ
キ
、
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
学
べ
る
場
は
あ
り
が
た

い
。

　

取
材
を
終
え
て

　

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
好
き
な
時
間

に
ベ
ビ
ー
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
講
座
が
豊
富
だ
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
空
気
が
漂
う
な
か
常
駐
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

講
師
と
の
異
文
化
理
解
を
体
感
で
き
る
。

　

派
手
な
広
告
宣
伝
を
し
な
い
た
め
レ
ッ
ス
ン
料
が

他
所
よ
り
安
い
。
商
業
主
義
で
は
な
く
利
他
の
精
神

で
家
族
主
義
的
運
営
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
源
は
海
外

生
活
で
の
貴
重
な
体
験
に
よ
る
も
の
で
他
所
と
は

ち
ょ
っ
と
違
う
。 

（
石
河
亮
平
）

社
屋
を
構
え
る
東
大
阪
新

聞
社
に
入
社
し
た
。
記
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
河
内
新
聞
社
の
創

業
者
、
故
東
康
子
さ
ん
と

出
会
う
。
体
調
を
崩
し
て

い
た
東
さ
ん
は
、
小
山
氏

を
見
込
み
、
河
内
新
聞
社

を
託
す
。
昭
和
53
年
河
内

新
聞
社
入
社
、
昭
和
55

年
編
集
発
行
人
と
な

る
。
以
来
36
年
間
、

河
内
の
ニ
ュ
ー
ス
を

伝
え
続
け
て
い
る
。

　

結
び
に
、
地
方
版

の
小
さ
な
記
事
が
自

閉
症
の
子
ど
も
の
心

を
開
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、「
地
方
紙

の
役
割
は
、
弱
い
立

場
の
人
の
背
中
を
押

し
て
激
励
す
る
こ
と

で
す
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
沢
勲
大
阪
経

済
法
科
大
学
名
誉
教
授
の

乾
杯
の
音
頭
で
和
や
か
な

宴
会
と
な
っ
た
。
歌
あ
り

踊
り
あ
り
の
楽
し
い
２
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
。

　

は
じ
め
に
柳
本
卓
治
参

議
院
議
員
が
発
起
人
代
表

の
挨
拶
を
行
っ
た
。
楠
本

正
行
氏
（
誓
和
工
具
株
式

会
社
社
長
）
が
実
行
委
員

長
の
挨
拶
を
、
亀
山
功
氏

（
株
式
会
社
日
健
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
会
長
）

が
推
進
委
員
長
の
挨

拶
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ

た
。

　

引
き
続
き
、
田
中

誠
太
八
尾
市
長
、
角

田
禮
子
八
尾
市
女
性

団
体
連
合
会
会
長
、

藤
本
和
貴
夫
大
阪
経

済
法
科
大
学
学
長
ら

が
来
賓
挨
拶
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
、
長
年
の

功
績
を
称
え
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
河
内
新

聞
社
の
小
山
博
社
主
が
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。
昭

和
７
年
香
川
県
に
生
ま
れ

た
小
山
氏
は
、
近
畿
大
学

へ
進
む
。
昭
和
30
年
卒
業

後
、
八
尾
市
役
所
東
側
に

　

快
晴
の
10
月
16
日
、
八

尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
尾

市
光
町
２
）
で
サ
チ
コ
・

ナ
・
プ
ア
ラ
ニ
・
フ
ラ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
18
周
年
記
念

発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　

記
念
発
表
会
の
プ
ロ

ロ
ー
グ
は
、
田
邊
砂
智

子
さ
ん
の
恩
師
マ
イ
ケ

ル
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
デ
ラ

ク
ル
ー
ズ
兄
弟
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
を
開

け
た
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
力

強
い
流
れ
る
よ
う
な
フ

ラ
、
透
き
通
っ
た
デ
ラ
ク

ル
ー
ズ
兄
弟
の
歌
声
は
満

員
の
観
客
を
、
一
瞬
に
し

て
フ
ラ
の
世
界
へ
招
き
入

れ
た
。

　

舞
台
が
整
っ
た
と
こ
ろ

で
カ
リ
ス
マ
田
邊
砂
智
子

さ
ん
の
登
場
だ
。「
カ
ウ

ラ
ナ
・
カ
ヴ
ァ
イ
ハ
エ
」

を
華
麗
に
舞
い
、
客
席
の

１
人
ひ
と
り
に
柔
ら
か
い

仕
草
で
気
持
ち
を
届
け
て

く
れ
た
。
次
は
若
草
Ⅱ
ハ

ラ
ウ
お
よ
び
日
下
ハ
ラ
ウ

の
総
勢
29
人
の
群
舞
に

よ
る
「
カ
ラ
レ
ア
・
メ
ド

レ
ー
」、
打
楽
器
を
用
い

た
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
く
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ス
テ
ー

ジ
だ
っ
た
。「
ブ
ル
ー
ハ

ワ
イ
」
を
10
人
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
舞
う
、
エ

ル
ビ
ス
プ
レ
ス
リ
ー
の

ヒ
ッ
ト
曲
で
あ
り
、
気
持

ち
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て

楽
し
か
っ
た
。

　

発
表
会
は
３
部
構
成
で

進
行
さ
れ
、
フ
ラ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
出
演
フ
ラ

レ
デ
イ
は
延
べ
４
１
０
人

に
の
ぼ
る
。
第
１
部
の
31

ハ
ラ
ウ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
終
了
に
引
き
続
い
て
、

第
２
部
が
ス
タ
ー
ト
。
ア

グ
ネ
ス
キ
ム
ラ
バ
ン
ド
お

よ
び
カ
ウ
ラ
ナ
の
ハ
ワ
イ

ア
ン
バ
ン
ド
が
第
２
部
の

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を

飾
り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ム
ー

ド
を
派
手
に
盛
り
上
げ

た
。
ア
グ
ネ
ス
キ
ム
ラ
は

ハ
ワ
イ
ア
ン
歌
手
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
40
周
年
、
ハ
ワ

イ
州
よ
り
各
賞
を
受
賞
、

イ
ベ
ン
ト
等
多
方
面
で
活

躍
し
て
い
る
。
カ
ウ
ラ
ナ

は
関
西
出
身
の
ハ
ワ
イ
ア

ン
バ
ン
ド
、
２
０
１
２
年

に
ハ
ワ
イ
音
楽
の
グ
ラ

ミ
ー
賞
を
日
本
人
で
初
受

賞
し
て
い
る
。

　

第
２
部
は
21
ハ
ラ
ウ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
終
了
後
、

Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
の
香

月
蓮
・
天
輝
レ
オ
・
登
堂

結
斗
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ

「
ア
ッ
プ
・
サ
イ
ド
・
ダ
ウ

ン
」
が
華
や
か
に
繰
り
広

げ
ら
れ
、
多
く
の
拍
手
を

呼
ん
で
い
た
。

　

第
３
部
は
マ
イ
ケ
ル
・

デ
ラ
ク
ル
ー
ズ
、
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
デ
ラ
ク
ル
ー
ズ
兄

弟
の
、
男
の
色
気
を
感
じ

さ
せ
る
巧
み
な
フ
ラ
で
ス

タ
ー
ト
、
そ
し
て
歌
も
超

美
声
で
観
客
を
魅
了
し
て

い
た
。田
邊
砂
智
子
さ
ん
、

マ
イ
ケ
ル
さ
ん
か
ら
新
し

い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
認
定
を
受
け
た
6
人

の
フ
ラ
レ
デ
イ
も
生
き
生

き
と
フ
ラ
を
舞
っ
た
。
田

邊
砂
智
子
さ
ん
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
全
員
、
ア
グ

ネ
ス
キ
ム
ラ
バ
ン
ド
、
カ

ウ
ラ
ナ
が
オ
ン
パ
レ
ー
ド

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
出
演
者
全
員

と
観
客
全
員
で
ハ
ワ
イ
を

た
た
え
る
歌
「
ハ
ワ
イ
ア

ロ
ハ
」
を
唱
和
し
て
記
念

発
表
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

発
表
会
は
12
時
の
開
演

で
、
午
後
６
時
半
終
了
の

長
丁
場
だ
っ
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
観
客
は
フ
ラ
に
癒

さ
れ
マ
イ
ケ
ル
の
美
声
に

酔
い
、
最
後
ま
で
席
を
立

つ
人
は
少
な
か
っ
た
。

　

サ
チ
コ
・
ナ
・
プ
ア
ラ

ニ
・
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
フ
ラ
レ
デ
イ
の
皆
さ
ん

は
、
田
邊
砂
智
子
さ
ん
を

始
め
と
し
て
い
つ
も
微
笑

み
を
忘
れ
ず
、
皆
と
一
緒

に
フ
ラ
を
舞
え
る
喜
び
を

感
じ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。 

（
小
川
秀
人
）

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6906

パ
ナ
ッ
ト
・
き
の
し
た
で
体
験
す
る
生
徒

お礼を述べる小山博河内新聞社社主

記念発表会
10月16日開かれる

18周年

　

野
菜
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。
北
海
道

に
や
っ
て
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で

い
た
と
こ
ろ
に
台
風
が
や
っ
て
来
た
。
８

月
末
に
上
陸
し
た
10
号
な
ど
４
つ
も
の
台

風
が
も
た
ら
し
た
被
害
は
甚
大
で
、
特
に

農
産
物
は
深
刻
だ
。

　

北
海
道
の
農
業
産
出
額
は
過
去
５
年

間
を
通
じ
て
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
で
、
野
菜

の
シ
エ
ア
は
全
体
の
９
・
４
％
を
占
め
る
（
平
成

26
年
農
林
水
産

統
計
）。
ニ
ン

ジ
ン
や
タ
マ
ネ

ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
畑
は

壊
滅
状
態
と
な
り
影
響
は
大
き
い
。

　

全
国
的
に
長
雨
と
日
照
時
間
不
足
か
ら
野
菜
の

高
騰
が
小
中
校
の
給
食
に
も
影
響
が
及
ん
で
い

る
。
子
ど
も
は
「
カ
レ
ー
に
ニ
ン
ジ
ン
が
入
っ
て

い
な
い
」、「
野
菜
サ
ラ
ダ
が
少
な
く
な
っ
た
」
と

言
う
。
給
食
の
予
算
が
決
ま
っ
て
い
る
自
治
体
で

は
「
入
れ
替
え
も
難
し
く
、
工
夫
も
限
界
」「
人

気
の
肉
じ
ゃ
が
や
カ
レ
ー
が
一
時
中
止
」と
嘆
く
。

　

主
婦
に
も
厳
し
い
。「
サ
ン
マ
よ
り
も
大
根
の

方
が
高
い
」「
カ
ッ
ト
野
菜
や
冷
凍
も
の
で
間
に

合
わ
せ
よ
う
」と
献
立
に
悩
む
。
立
冬
も
過
ぎ
た
。

家
族
で
囲
む
湯
気
の
立
ち
あ
が
る
鍋
料
理
の
季
節

だ
。

　
「
鍋
」
の
野
菜
は
ハ
ク
サ
イ
系
・
キ
ャ
ベ
ツ
系
・

白
ネ
ギ
系
に
大
別
で
き
る
が
、
葉
も
の
は
普
段
の

2
〜
３
倍
と
高
い
。「
今
晩
は
鍋
に
し
よ
う
」
な

ど
と
気
軽
に
所
望
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
な
い
知
恵
を
絞
っ
て
、
安
く
て
ヘ
ル
シ
ー
な

マ
イ
・
レ
シ

ピ
を
試
食
。

固
形
コ
ン
ソ

メ
ス
ー
プ
を
使
い
、
モ
ヤ
シ
と
キ
ノ
コ
類
（
エ
ノ

キ
、
マ
イ
タ
ケ
、
シ
メ
ジ
）
な
ど
に
豆
腐
と
油
揚

げ
を
入
れ
た
「
も
や
し
キ
ノ
コ
鍋
」
は
う
ま
い
。

ウ
イ
ン
ナ
ー
や
冷
凍
餃
子
、
た
こ
焼
き
も
相
性
が

い
い
。
ジ
ュ
ワ
ー
と
う
ま
み
が
口
に
広
が
る
。

　

も
し
も
野
菜
の
値
が
高
止
ま
り
す
れ
ば
、
こ
の

鍋
は
「
抗
イ
ン
フ
レ
鍋
」
だ
。
ト
ン
カ
ツ
屋
の
キ

ャ
ベ
ツ
の
お
か
わ
り
が
な
く
な
っ
た
。
し
ば
ら
く

の
辛
抱
だ
ろ
う
。
こ
の
際
、「
窮
す
れ
ば
通
じ
る
」

精
神
で
あ
れ
こ
れ
と
工
夫
す
る
の
も
よ
し
。

野
菜
高
騰
で
の 「
な
べ
」

晴耕雨読

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

世界遺産登録　紀伊山地の霊場と参詣道
吉野大峯奥馳道・吉野山

きす屋への道しるべ

〒639―3115　奈良県吉野郡吉野山403　（銅の鳥居前）
かね

ステーキハウス大西
日本料理・鍋   
洋食

旅
館

TEL 0746 ― 32 ― 8100　FAX 0746 ― 32 ― 8111　http://www.kisuya.jp

高
尾
智
恵
代
表
「
ほ
し
い
の
は
、　

世
界
で
生
き
て
い
く
チ
カ
ラ
」

東
大
阪

市
　
立 

縄
手
南
中
学
校

生
徒
141
人
が
参
加

創
刊
60
周
年

弱
い
立
場
の
人
を
激

励
す
る
の
が
地
方
紙

サチコ・ナ・プアラニ・フラネットワーク

キャリア教育体験学習  「イキイキひょうたんやま！」
東
大
阪
市
立
縄
手
南
中
学
校
（
日
比

野
功
校
長
）
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
体
験
学

習
「
イ
キ
イ
キ
ひ
ょ
う
た
ん
や
ま
！
」

が
、
10
月
25
日
と
26
日
の
２
日
間
、
瓢

箪
山
商
店
街
で
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
が
将
来
、
社
会
的
・
職
業
的
に
自
立

し
、
社
会
の
中
で
自
分
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実

現
す
る
力
を
つ
け
る
た
め
の
学
校
教
育

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

２
年
生
１
４
１
人
の
生
徒
は
各
店
舗

に
分
か
れ
て
、
接
客
な
ど
実
際
の
仕
事

を
体
験
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
生
徒
と

と
も
に
乾
龍
介
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

も
座
り
、
商
店
街
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

は
本
格
的
な
実
況
中
継
が
流
れ
て
い

た
。

　

河
内
新
聞
社
の
創
刊

60
周
年
記
念
祝
賀
会
が

11
月
４
日
に
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
（
大
阪

市
天
王
寺
区
石
ケ
辻
町

19
）
で
開
か
れ
、
読
者

ら
約
２
０
０
人
が
集
っ

た
。

記念祝賀会 11月4日 開催される

華
や
か
な
エ
ン

デ
ィ
ン
グ

高尾智恵代表

クレアモント
外語センター

ちょっ
と違う！
ＡＢＣ ＸＹＺ

フ
ラ
の
世
界
へ 

観
客
魅
了

マ
ツ
モ
ラ
産
業
株
式
会
社

〒581-
0843

緊
急
時
避
難
人
引
車
製
作
元

八
尾
市
福
万
寺
町
南
６―

１―

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）
９
２
３―

８
８
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
２
３―

８
７
１
０

芸能人も多数来店
河内で一番の馬肉専門店

忘年会・新年会
ご予約受付中

馬
刺
し

焼
き
肉

す
き
焼
き

ハ
リ
ハ
リ
鍋

お子さん・女性にも人気

自
分
史
・
社
史

926 5134
株式
会社

田邊砂智子さん

〒563-0047　池田市室町7-29
☎072-751-5911（10:00～18:00、火～土）
http://www.claremont.jp

広 域
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なつかしい写真 近鉄電車

　

八
尾
市
役
所
の
入
口
で

は
浴
衣
姿
の
お
嬢
さ
ん
が

年
が
ら
年
中
河
内
音
頭
を

踊
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も

血
の
通
っ
た
人
間
で
は
な

く
、
鈍
く
光
る
銅
像
だ
。

「
河
内
音
頭
お
ど
り
之
像
」

と
い
う
名
を
持
つ
。

　

実
は
、
こ
の
と
こ
ろ
こ

の
像
に
ま
つ
わ
る
都
市
伝

説
が
八
尾
じ
ゅ
う
で
広

ま
っ
て
い
る
。
左
足
を
上

げ
て
踊
っ
て
い
る
が
、
１

日
に
一
度
下
ろ
し
し
て
、

休
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

誰
が
見
た
の
か
、
夜
中

に
ほ
ん
の
一
瞬
休
ん
で
い

る
ら
し
い
。
こ
う
い
う
も

の
は
夜
中
の
０
時
と
相
場

が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
型

に
は
ま
り
た
が
ら
な
い
八

尾
の
土
地
柄
か
、
時
が
定

ま
ら
な
い
か
ら
始
末
が
悪

い
。
あ
る
日
は
1
時
46
分

だ
っ
た
り
、
ま
た
あ
る
日

は
２
時
17
分
だ
っ
た
り
ま

ち
ま
ち
だ
。
と
い
っ
て
、

０
時
の
と
き
も
あ
る
。
そ

ん
な
細
い
か
時
間
ま
で
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

八
尾
市
役
所
の
隣
に
あ

る
八
尾
小
学
校
５
年
１
組

の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い

た
こ
の
都
市
伝
説
は
、
や

が
て
八
尾
小
学
校
じ
ゅ
う

に
広
が
っ
た
。そ
の
う
ち
、

他
の
小
学
校
ま
で
こ
の
都

市
伝
説
は
伝
わ
り
、
つ
い

に
は
山
手
の
小
学
校
ま
で

届
き
、
八
尾
の
す
べ
て
の

小
学
校
に
広
ま
っ
た
。

　

や
が
て
、
中
学
生
や
高

校
生
の
間
で
も
こ
の
都
市

伝
説
は
話
題
に
上
る
よ
う

に
な
り
、
す
ぐ
に
八
尾
全

体
に
広
ま
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
不
思

議
な
こ
と
に
隣
の
東
大
阪

や
柏
原
へ
伝
わ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
八
尾
以
外
で

は
、
こ
の
都
市
伝
説
を
聞

く
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
関

心
を
示
す
人
は
誰
一
人
と

し
て
い
な
い
の
が
事
実

だ
。

　

銅
像
の
前
に
陣
取
っ

て
、
夜
通
し
銅
像
を
見
張

る
者
も
現
れ
た
が
、
お
嬢

さ
ん
が
足
を
下
ろ
し
て
休

む
姿
を
見
る
者
は
誰
も
い

な
い
。

　

そ
こ
で
、
ま
た
新
た
な

都
市
伝
説
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。 

こ
の
お
嬢

さ
ん
は
生
娘
な
の
で
、
休

ん
で
い
る
姿
を
見
ら
れ
る

の
を
恥
ず
か
し
が
っ
て
い

る
と
い
う
。
誰
か
ら
も
見

ら
れ
て
い
な
い
の
を
確
か

め
て
か
ら
足
を
下
ろ
す
。

誠
し
や
か
に
そ
う
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
銅
像
の
前
に

斎
行
で
は
宮
司
の

鍛
え
上
げ
た
発
声

で
、
20
分
間
笑
い

の
渦
を
終
始
リ
ー

ド
す
る
。
ヨ
シ
モ

ト
の
笑
い
は
「
笑

売
（
シ
ョ
ー
バ
イ
）」

だ
が
、
お
笑
い
神

事
は
心
の
鍛
錬
で

あ
り
、
心
の
癒
し

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

本
年
は
新
し
い
試
み
と

し
て
、「
お
笑
い
神
事
」

に
引
き
続
き
本
邦
初
の
神

事
を
斎
行
す
る
。
神
話
に

は
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
と
い
わ
れ
る

様
々
な
神
々
が
登
場
す

る
。
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
の
か
み

照
大
御
神
が
天あ

ま

の

岩
屋
に
隠
れ
た
と
き
、
天

照
大
御
神
を
岩
屋
か
ら
誘

い
出
す
た
め
に
、
そ
れ

ら
の
神
々
が
岩
屋
の
前

に
は
せ
参
じ
た
。
枚
岡

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る

天あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

児
屋
根
命
が
岩
屋
の
前

で
祝の

り
と詞
を
奏
上
し
、
神
が

か
り
の
状
態
で
踊
り
天

照
大
御
神
の
気
を
引
き
、

芸
能
の
祖お

や
が
み神
と
な
っ
た
。

神
々
が
岩
屋
の
前
で
笑
い

続
け
た
故
事
が
「
お
笑
い

神
事
」
の
起
源
だ
。

　

蛇
足
に
な
る
が
、
一
般

的
に
は
「
天あ

ま
の
い
わ
と

岩
戸
」
と
呼

称
さ
れ
る
が
、岩
戸
は「
天

の
岩
屋
」
の
扉
を
指
す
の

で
、
あ
え
て
「
岩
屋
」
と

表
記
し
た
。

　

新
し
い
神
事
は
「
天

あ
ま
の

岩い
わ

戸と

開
き
神
事
」、
23
日

（
天
皇
誕
生
日
）
の
夕
刻

午
後
５
時
半
よ
り
斎
行
。

中
東
宮
司
の
発
案
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
り
、
神
話

を
現
世
に
再
現
し
幻
想
的

な
世
界
を
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
斎
行
す
る
。

枚
岡
神
社
・
姫
の
会
（
巫

女
研
修
者
）
43
人
、
お
よ

び
「
は
せ
く
ら
み
ゆ
き
」

グ
ル
ー
プ
40
人
超
（
巫
女

研
修
者
）
総
勢
80
人
超
の

巫
女
が
出
演
す
る
ス
テ
ー

ジ
は
さ
ぞ
か
し
壮
観
な
こ

と
だ
ろ
う
。

　
「
天
岩
戸
開
き
神
事
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
今
、
岩
戸
が
開
か
れ

る
…
」。「
今
こ
そ
心
の
岩

戸
が
開
か
れ
る
」
と
中
東

宮
司
は
語
り
、
神
事
の
無

事
な
斎
行
を
祈
念
し
て
い

た
。

 

（
小
川
秀
人
）

う
ち
揃
っ
て
「
ア
ッ
ハ
ッ

ハ
ー
」
と
20
分
間
笑
い
続

け
、
新
年
の
福
を
願
い
浮

世
の
憂
さ
を
笑
い
飛
ば

す
、
す
こ
ぶ
る
愉
快
な
元

気
の
出
る
神
事
だ
。

　

年
年
歳
歳
、
参
詣
者
は

増
加
の
一
途
で
昨
年
は

2
千
人
を
大
き
く
超
え

た
。「
笑
い
」
と
い
え
ば

ヨ
シ
モ
ト
を
連
想

す
る
人
が
多
い
だ

ろ
う
。
ヨ
シ
モ
ト

の
笑
い
は
「
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
ー
」
と
単
発
型
の

発
声
だ
が
、
お
笑
い
神
事

は
「
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
」
と

口
角
を
上
げ
て
大
き
く
響

か
せ
る
笑
い
方
だ
。

　

中
東
宮
司
は
春
日
大
社

の
神
職
時
代
に
能
・
狂
言

の
修
練
を
積
ん
だ
熟
練
の

芸
能
者
で
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
等
で
の

海
外
公
演
の
実
績
も
数

多
い
。「
お
笑
い
神
事
」

お
嬢
さ
ん
が
左
足
を
下
ろ
す
と
き

八
尾
商
工
会
議
所

臨
時
議
員
総
会
で

池
尻
誠
氏
が
新
会
頭
に

日
本
古
来
の
神
話
か
ら
す
べ
て
が
見
え
る

８
回
目
の
「
お
笑
い
神
事
」
を
準
備
す
る
中
東
弘
宮
司

　
「
あ
ん
な
こ
と
を
す
る
よ
う
な
子
に
は
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
よ
…
は
い
、
家
の
前
で
顔
を
合
わ
せ
た
時
は
あ
の
子

の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
な
子
で
し
た
か

ら
ね
。
良
い
子
で
す
よ
、
本
当
に
。
真
面
目
で
。
確
か
、

Ｋ
大
学
に
行
っ
て
た
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
し
ら
？　

は

い
、そ
う
で
す
よ
確
か
。
進
学
校
の
生
徒
で
し
た
か
ら
ね
。

Ｍ
校
の
ブ
レ
ザ
ー
が
と
て
も
似
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
の
ね
、
わ
た
し
に
は
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な
い
ん

で
す
。
本
当
に
あ
の
子
な
ん
で
す
か
？　

あ
ん
な
残
虐
な

こ
と
を
す
る
よ
う
な
子
に
は
見
え
な
い
ん
で
す
。
人
の
首

を
…
。

　

わ
た
し
が
家
を
出
る
時
に
ね
、
ブ
レ
ザ
ー
を
着
た
あ
の

子
が
自
転
車
で
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
に
手
を

振
り
な
が
ら
ね
、「
こ
ん
に
ち
は
」
っ
て
元
気
よ
く
。
あ

ん
な
爽
や
か
な
笑
顔
で
で
す
よ
。
あ
の
笑
顔
と
今
回
の
事

件
が
ど
う
し
て
も
結
び
つ
か
な
い
ん
で
す
よ
。

　

家
庭
環
境
で
す
か
？　

詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
。
で
も

問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
に
は
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
ご
主
人

は
役
所
勤
め
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
大
変
ね
、
息

子
が
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
職
場
に
居
づ
ら
く
な
る
で

し
ょ
う
ね
。
奥
さ
ん
は
ア
ロ
マ
の
講
師
か
な
ん
か
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
よ
。
い
つ
も
お
綺
麗
な
洋
服
を
お
召
し
て

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
的
で
。
元
々
は
教
師
を
し
て
い

て
、
結
婚
し
て
退
職
さ
れ
た
と
か
聞
き
ま
し
た
け
ど
ね
。

端は
た

か
ら
見
れ
ば
絵
に
描
い
た
よ
う
な
幸
せ
な
家
庭
で
す

よ
。

　

教
育
が
よ
く
な
か
っ
た
の
か
し
ら
？　

ご
両
親
と
も
お

堅
い
職
業
だ
っ
た
か
ら
型
に
は
め
た
教
育
を
強
要
し
た
ん

で
す
か
ね
。〝
こ
う
あ
る
べ
き
〞
と
い
う
の
は
大
切
で
す

け
れ
ど
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
る
と
子
ど
も
は
雁が

ん

字じ

搦が
ら

め
に

な
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
反
動
で
ね
…
思
い
も
よ
ら
な
い

形
で
発
散
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

え
？　

は
い
、
特
別
親
し
く
し

て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
あ
い
さ
つ
程
度
の
会

話
は
あ
り
ま
し
た
よ
。
え
？　

…

全
然
、
そ
ん
な
風
に
感
じ
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
丁
寧

な
方
で
し
た
。
日
頃
の
生
活
に
満

た
さ
れ
て
い
る
っ
て
い
う
感
じ

で
。
奥
様
を
う
ら
や
む
人
は
い
て

も
、
変
な
目
で
見
る
人
は
い
な

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

は
い
、
こ
う
い
う
の
も
な
ん
で
す

け
れ
ど
、
わ
た
し
も
ね
、
そ
う
い

う
お
か
し
な
行
動
を
と
り
そ
う

だ
な
と
思
う
家
庭
の
人
が
す
る

な
ら
分
か
る
ん
で
す
。
納
得
と
い
う
か
ね
。
不
思
議
で
な

ら
な
い
の
が
、『
ど
う
し
て
あ
ん
な
い
い
子
が
』
っ
て
い

う
の
が
大
き
い
で
す
よ
。
そ
れ
も
ね
、
あ
ん
な
む
ご
た
ら

し
い
。

　

目
も
く
り
ぬ
い
て
た
ん
で
す
か
？　

何
の
た
め
に
？　

…
普
通
で
き
ま
せ
ん
よ
。
普
通
の
感
覚
を
持
っ
て
る
人
な

ら
…
い
や
、
確
か
に
ね
、
わ
た
し
た
ち
の
小
さ
い
時
に
も

カ
エ
ル
に
ね
、
爆
竹
を
入
れ
て
遊
ん
で
い
た
子
が
い
ま
し

た
よ
。
い
や
、
わ
た
し
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
男
子

で
す
よ
、
男
子
。
何
が
お
も
し
ろ
い
ん
だ
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
カ
エ
ル
が
飛
び
散
っ
た
の
を
き
ゃ
っ
き
ゃ
騒
い
で

ね
。
で
も
人
間
に
そ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
な
ん
て
い
う
子

は
さ
す
が
に
ね
…
つ
ま
り
は
人
間
と
カ
エ
ル
を
同
じ
も
の

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
？　

そ
れ
は

頭
が
お
か
し
い
で
す
よ
。
わ
た
し
に
は
ま
だ
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
」

　
「
凄
惨
な
事
件
が
こ
の
街
で
起
き
る
と
は
ね
。
言
葉
に

も
な
り
ま
せ
ん
。

　

…
ど
う
思
い
ま
す
か
？　

っ
て
ど
う
も
こ
う
も
な
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
た
だ
驚
愕
で
す
。

　

あ
の
河
川
敷
で
ホ
ー
ム
レ
ス
を
殺
害
し
た
犯
人
と
今
回

の
女
子
大
生
を
殺
害
し
た
犯
人
が
同
じ
人
物
な
ん
で
す
よ

ね
？　

良
か
っ
た
で
す
よ
。
頭
の
お
か
し
い
犯
人
が
１
人

だ
け
で
。
こ
れ
が
同
じ
街
に
複
数
い
た
の
な
ら
と
考
え
る

だ
け
で
も
ゾ
ッ
と
し
ま
す
よ
。

　

殺
害
の
過
程
が
恐
ろ
し
い
で
す
。
ま
る
で
人
体
実
験
の

よ
う
に
被
害
者
の
体
を
切
り
刻
ん
で
。
時
間
を
か
け
て
い

た
ぶ
っ
て
い
る
。
私
が
思
う
に
ね
、
こ
れ
は
己
の
好
奇
心

を
満
た
す
た
め
だ
け
の
行
為
で
す
よ
。
そ
こ
に
負
の
感
情

は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
ね
、
恨
み
や
怒
り
と
い
う
衝
動
に
突
き
動
か
さ

れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
興
味
本
位
で
人
を
殺
し
て

い
る
ん
で
す
。
ど
う
で
す
か
？　

容
疑
者
の
男
と
２
人
の

被
害
者
は
知
人
関
係
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
？　

…
ま
だ
分

か
ら
な
い
？　

で
も
ま
ぁ
、
ざ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
き
っ
と

知
り
合
い
で
も
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
知
り
合
い
相

手
に
こ
ん
な
残
忍
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
か
彼
自
身

に
元
々
そ
う
い
う
癖へ

き

が
あ
っ
た
か
で
す
よ
ね
。
ほ
ら
、
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
並
ぶ
ほ
ど
下
着
を
盗
む
よ
う
な
変
態
が

い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
と
同
じ
で
す
。
人
の
体
を

切
り
刻
む
方
向
へ
い
く
か
、
女
も
の
の
下
着
を
集
め
る
方

に
い
く
か
。

　

え
？　

…
は
い
、
知
り
合
い
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と

思
い
ま
す
。
好
奇
心
を
満
た
す
場
合
に
は
自
分
と
は
離
れ

た
存
在
へ
手
を
出
す
の
が
自
然
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ

れ
は
単
純
に
、
知
り
合
い
じ
ゃ
な
い
分
だ
け
余
計
な
感
情

を
省
い
て
ス
ム
ー
ズ
に
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
。
そ
れ
が
知
っ
た
相
手
だ
と
少
な
か
ら
ず
揺
ら
ぎ
が
生

ま
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
の
微
か
な
揺
ら
ぎ
が
目
的

の
中
で
邪
魔
に
な
る
。
中
に
は
愛
憎
の
感
情
が
あ
っ
た
方

が
興
奮
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
頭
の
お
か
し
な
奴
も
い
る

と
は
思
い
ま
す
が
。
た
だ
私
と
し
て
は
今
回
の
容
疑
者
の

よ
う
な
男
の
方
が
怖
い
で
す
。

　

え
？　

…
い
や
、
何
で
っ
て
、
あ
な
た
だ
っ
て
興
味
本

位
で
人
を
殺
す
よ
う
な
人
間
の
方
が
怖
く
な
い
で
す
か
？

　

復
讐
な
ら
い
い
っ
て
い
う
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

そ
う
で
は
な
く
っ
て
、
そ
う
い
う
感
情
の
下
に
相
手
を
傷

つ
け
る
の
な
ら
ま
だ
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で

す
。
そ
の
人
の
心
の
内
が
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
っ
て
こ

と
で
す
。
し
か
し
今
回
の
事
件
は
そ
う
で
は
な
い
。
突
発

的
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
順
序
を
踏
み
な
が

ら
相
手
を
痛
め
つ
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
解
剖
実
験

の
よ
う
に
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
だ
け
の
行
動
の
よ
う
に

ね
。

　

だ
か
ら
復
讐
だ
の
、
ス
ト
ー

カ
ー
だ
の
の
方
が
行
動
の
理
由

づ
け
が
…
あ
、
動
機
っ
て
い
う

ん
で
す
ね
、
そ
の
動
機
が
理
解

で
き
る
だ
け
ま
だ
マ
シ
だ
っ
て

い
う
話
で
す
。

　

ど
ち
ら
に
し
ろ
気
持
ち
の
悪

い
話
で
す
よ
。
早
く
捕
ま
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
よ
、
は
い
」

　
「
…
何
も
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
て
…
ど
う
し
て
結
衣

が
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
…
結

衣
が
何
を
し
た
っ
て
い
う
ん
で

す
か
？　

…
あ
の
子
は
…
。

　

正
直
、
殺
し
て
や
り
た
い
で

す
。
犯
人
の
男
が
こ
の
罪
を
償
う
こ
と
は
一
生
を
か
け
て

も
償
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
ん
な
酷
い
殺
さ
れ
方
…
私
に
は
、
は
じ
め
そ
れ
が
結

衣
の
姿
だ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
玄
関
の
扉
を
開

け
る
と
物
凄
い
臭
い
が
し
て
、
口
元
を
押
さ
え
な
が
ら
部

屋
に
入
り
ま
し
た
。
も
う
そ
の
時
に
は
心
配
だ
と
か
失
望

だ
と
か
そ
う
い
っ
た
感
情
は
ど
こ
に
も
な
く
…
た
だ
た
だ

扉
を
開
け
た
か
ら
そ
の
流
れ
の
ま
ま
中
に
入
っ
た
と
い
う

だ
け
の
こ
と
で
。

　

そ
れ
は
肉
の
塊
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が

人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
つ
だ
け
心
に
願
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
ど
う
か
結

衣
と
は
関
係
が
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う

こ
と
で
。
私
の
胸
を
打
つ
鼓
動
は
大
き
く
、
全
身
が
脈
打

つ
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
呼
吸
は
浅
く
な
っ
て

い
っ
て
、
目
の
前
が
ぼ
ん
や
り
と
…
霞
ん
で
き
て
…
頭
が

回
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
肉
の
塊
の
脇
に
は
長
い
髪
が

あ
っ
て
、
そ
れ
は
不
自
然
な
ほ
ど
美
し
く
な
め
ら
か
で
。

私
は
そ
の
髪
を
見
た
だ
け
で
そ
れ
が
結
衣
の
も
の
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
赤
い
血
に
染
ま
っ
た
結
衣
の

服
が
、
落
ち
て
い
て
、
結
衣
の
体
だ
け
が
抜
け
落
ち
た
よ

う
に
…
。

　

悪
魔
で
す
。
あ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
悪
魔
の
仕
業
で

す
。

　

結
衣
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
が
私
に
は
ま
だ

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
亡
骸
さ
え
も
結
衣
の
も
だ

と
は
分
か
ら
な
い
…
そ
ん
な
気
持
ち
を
、
あ
な

た
は
想
像
で
き
ま
す
か
？　

目
の
前
に
あ
る
も

の
が
娘
の
姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な

い
、
そ
ん
な
不
幸
を
味
わ
っ
た
者
の
想
い
を
、

想
像
で
き
ま
す
か
？
」

感 

触
嶋
津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

次
号
（
12
月
15
日
付
）
に
続
く

感 触

―⑩―

最
近
の
傾
向
と
し
て
小
学
校

か
ら
大
学
ま
で
の
在
学
中

に
、
音
楽
の
基
礎
や
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
な
ど
で
非
常
に
素
晴
ら
し
い
演

奏
技
術
を
習
得
し
て
も
、
卒
業
と

同
時
に
ほ
と
ん
ど
が
音
楽
と
無
縁

状
態
と
な
る
。
折
角
芽
生
え
た
の

に
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
枯
ら
し
て

し
ま
う
大
変
残
念
な
現
象
で
あ

る
。
学
生
へ
の
音
楽
の
教
育
は
こ

れ
か
ら
の
若
い
世
代
を
支
え
る
重

要
な
社
会
的
使
命
を
持
っ
て
い

る
。
将
来
待
ち
受
け
て
い
る
人
生

の
荒
波
を
乗
り
切
れ
る
強
い
心
を

育
て
る
、
い
わ
ば
「
心
の
食
育
」

の
重
要
な
食
材
の
一
つ
が
音
楽
だ

か
ら
で
あ
る
。
先
人
が
培
っ
た
心

の
表
現
の
技
を
噛
み
し
め
て
、
演

奏
技
術
を
高
め
な
が
ら
豊
か
な
感

情
を
育
て
る
こ
と
は
、
自
ら
を
慰
め
、
周
囲
の

人
々
に
感
動
を
伝
え
て
心
の
空
洞
化
を
防
ぐ
有

力
な
手
段
で
あ
る
。
情
感
を
持
て
な
い
人
間
は

他
人
の
苦
し
み
が
分
か
ら
な
い
。
福
島
原
発
事

故
に
関
し
て｢

放
射
能
で
死
ん
だ
人
は
一
人
も

い
な
い｣

と
言
っ
た
当
事
者
が
い
た
が
、
避
難

中
に
亡
く
な
っ
た
り
、
放
射
能
か
ら

の
汚
染
を
避
け
て
苦
渋
の
思
い
で
、

住
み
な
れ
た
町
や
村
を
離
れ
た
人
び

と
、
そ
し
て
避
難
所
で
寂
し
く
孤
独

死
し
た
人
び
と
の
心
情
を
全
く
無
視

し
た
発
言
は
許
せ
な
い
。
無
視
と
い

う
の
は
見
え
た
も
の
を
見
え
な
い
素

振
り
を
す
る
こ
と
だ
が
、
今
回
の
発

言
者
は
見
え
な
い
以
前
の
問
題
で
、

全
く
他
人
の
心
情
が
感
知
で
き
な
い

不
幸
な
「
心
の
障
害
者
」
で
あ
る
。

自
ら
の
心
に
も
、
他
人
の
心
に
も
思

い
を
伝
え
な
け
れ
ば
音
楽
は
成
り
立

た
な
い
。
体
格
は
胃
袋
を
満
た
す
こ

と
で
可
能
だ
が
、
心
を
豊
か
に
成
長

さ
せ
て
丈
夫
な
も
の
に
育
て
あ
げ
る

た
め
に
は
、
美
味
し
い
栄
養
豊
富
な

「
心
の
食
事
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ

し
て
我
々
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担

う
若
い
世
代
の
中
か
ら
、
不
幸
な｢

心
の
障
害
者｣

を
な
く
す
た
め
に
こ
の
食
事
を

用
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

音
楽
を
心
の
食
物
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
変

遷
は
食
文
化
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。

音
楽
の
保
存
と
し
て
の
録
音
、
録
画
は
食
物
で

い
え
ば
冷
蔵･

冷
凍
で
あ
り
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍

庫
が
そ
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
食
材
の
再

加
熱
や
調
理
に
は
電
子
レ
ン
ジ
や
電
磁
調
理
器

な
ど
電
子
機
器
を
利
用
す
る
が
、
音
楽
の
演
奏

に
も
今
や
電
子
楽
器
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
た
。
様
々
な
食
材
が
世
界
中
か
ら
集
ま
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
の
国
の

リ
ズ
ム
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
多
種
多
様
の
流
通
経

路
を
辿
っ
て
流
れ
て
や
っ
て
く
る
。
調
理
器
具

（
楽
器
）
が
進
化
し
、
調
理
方
法
（
演
奏
）
も

多
様
化
す
る
な
か
、
各
国
の
食
材
（
リ
ズ
ム･

メ
ロ
デ
ィ
）
も
採
り
入
れ
て
料
理
の
種
類(

演

奏
曲
の
ジ
ャ
ン
ル)

も
増
え
た
。

こ
の
様
に
環
境
が
大
き
く
変
っ
て
も
先
祖

か
ら
伝
え
ら
れ
た
和
食
の
会
席
料
理
・

郷
土
料
理(

演
歌･

民
謡)

は
私
た
ち
の
心
の

中
に
沁
み
こ
ん
で
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
に
日
本
料
理
の
粋
と
も
い
え
る
懐
石
料
理

（
叙
情
歌
）
の
伝
統
も
持
ち
合
わ
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
の
時
代
の
変
化
の
波
を
か
ぶ
り
な
が

ら
も
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
一
世
一
代
で
は

で
き
な
い
。
各
世
代
が
努
力
し
て
お
い
し
い
食

事
や
楽
し
い
音
楽
を
若
者
に
伝
え
る
こ
と
を
重

ね
て
こ
そ
伝
統
が
繋
が
り
、
民
族
が
持
つ｢

血

の
流
れ｣

と
な
る
。

次
世
代
に
繋
げ
る
音
楽
の
役
目戦前・戦後のラテン音楽とその周辺戦前・戦後のラテン音楽とその周辺 13

ラテン音楽愛好家　緒方　馨ラテン音楽愛好家　緒方　馨

　久しぶりに十帖田がダイ
ヤモンドのドアを開ける
と、宮子ママが一人でぼん
やりしていた。客がみな帰
り一息ついたところのよう
だ。私は流行っていない店
が大好きだからこのシュ
チュエーションは気に入っ
ている。
　「あら、ペテン師の田ちゃ
ん、久しぶりねえ」
　ママが思いっきり愛想良く微笑んで迎えてくれ
る。ばかな男はこの一言のためにスナックまで出か
けて金を払って酒を飲む。この店ではペテン師とい
うことになっているが、これはこれで充分楽しい。
それに宮子ママもかなりのペテン師だ。何と言って
も女の嘘は許される。美人であればなおさらだ。ス
ナックのママはむしろ素敵なペテン師でなければ務
まらない。男はむしろ騙して欲しいのだ。
　「あなたとはどこか感性が合うのよね」
　などと言われてその気になり、本気かしら好きさ
大好きさと歌って嬉しがっているものなのだ。
　少し脱線する。
　「ご主人、お仕事は何ですか」
　ある居酒屋で隣に座ったどこかのママさんらしき
女性にそう聞かれたことがある。
　「実はペテン師なんです」
　私はそう答えたのだが、それを聞いた彼女の返事
が一枚上だった。
　「まあ…。この店のママさんだったら騙されない
かもしれないけど、私だったら騙されるかもしれな
いわ」
　そう言ってにっこりとこちらを見詰め、私のビー
ルを注いでくれたのだ。これがペテン師のプロと言
うものだろう。口が巧いだけがペテン師ではない。
まず目でつかむのがその常等手段だ。手の動きも捨
てたものではない。
　ダイヤモンドに話を戻そう。私がビールを飲んで
いるところへ、近くの居酒屋で勤めるまりちゃんが
一人でやって来た。私も多少面識がある。
　「十帖さんもいたの。一緒に聞いて。ママに話を
聞いてもらおう思て来たのよ」
　どうやら別れた夫が一昨日亡くなったらしい。手

にお通夜の挨拶状が握られ
ていた。すでに成人してい
る娘が知らせてくれたのだ
と言う。浮気な男だったら
しい。しかし話は愚痴では
なかった。元夫と一緒に住
んでいた女がまだ籍に入っ
ていなかったことを知った
らしいのだが、それが嬉し
かったようだ。それを少し

前に夫を亡くした宮子ママに話したかったというこ
とだった。そしてまりちゃんは、元夫が好きだった
「夜霧の慕情」を熱唱した。裕次郎の歌だ。それを
聞いてママは亡くなった夫が好きだった「羽田発七
時五十分」を歌った。何かママの目に光るものがあっ
たと思ったのは見間違いだろうか。
　男というものは結構別れた女に未練を持つよう
だ。たとえば大伴の例を上げれば、十年前、妻に逃
げられているが、どこかにまだ未練を持ち続けてい
る。ダイアモンドの客ではないが、一度離婚したと
いう男性がいる。こまめに若い女の子を追いかけ回
しているという話だ。しかし明日地球が滅びると
なったらどうするという話のとき、いろいろ考えた
末、元の妻のところへ行くとのたもうたのだ。追い
かけている若い女の子に相手されていなかったのか
もしれないが、男は結構未練がましい。そう思って
いたら、先日彼は二まわり以上年下の女性と結婚し
たという。まったく人生いろいろだ。
　では女性はどうだろう。別れた男に未練なんてな
いという人が結構多いようだし、私もそう思ってい
た。ではこの２人の会話と涙は何なのだろう。愛な
のだろうか。亡くなっているからだだろうか。
　「若い子好きの十帖さんには大人の愛は分からん
のんと違うの。ヤンクミが好きやとか言うとったで
しょ」
　まりちゃんに言われてしまった。しかし私はエン
クミと言ったことはあるが、ヤンクミとは言わな
かった。
　「ヤンクミはごくせんでしょ。私が言ったのはエ
ンクミ、遠藤久美子ですよ。でもよく覚えています
ねえ。他に好きなタイプをしいて言えば、市毛良江
かなあ」
　私がそう言うとママがその話を知っていた。

百人一首殺人事件 ⑤

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
❼

親孝行出版のすすめ
　「孝行のしたい時分に親はなし」と言われます。
　親が亡くなってから、もっと話を聞いておけば
よかったと思う人は少なくありません。まだ親が
元気なうちに話を聞き、形に残すことで親孝行が
できます。また、子どもである自分の存在の貴さ
を改めて確かめることができ、いのちのバトンタッ
チを末代まで残せます。
　プロのライターがインタビューし、熟練の編集
者が編集し、本格的な印刷のうえ上製本（ハード
カバー）に仕上げますので、安心してお任せ下さい。
心を込めて、永遠に残るあなたの財産をお作りし
ます。

《基本設定》
Ａ５判32ページ上製本（ハードカバー）、布表紙に金（または銀）箔押し
モノクロ写真10枚挿入　肉声入りＣＤ付き

制作部数10部　出版費用50万円（税別）

ドニエプル出版
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細羽 芹司 著

わが人生

声 細羽 芹司
＋

上製本 肉声入りＣＤ
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早
い
も
の
で
今
年
も
錦

秋
の
候
と
な
っ
た
。
師
走

の
天
皇
誕
生
日
（
12
月
23

日
）
に
は
恒
例
の
「
お
笑

い
神
事
」が
開
催
さ
れ
る
。

「
お
笑
い
神
事
」
は
古
来

よ
り
斎
行
さ
れ
て
い
る

が
、
中
東
弘
宮
司
が
枚
岡

神
社
宮
司
に
就
任
し
た
の

が
２
０
０
９
年
８
月
で
あ

り
、
宮
司
に
就
任
以
来
８

回
目
の
斎
行
と
な
る
。
新

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
注

連
縄
を
掛
け
替
え
る
「
注し

連め

縄か

掛け

神
事
」
に
引
き
続

い
て
、
中
東
宮
司
の
発
声

に
よ
り
氏
子
・
参
詣
者
が

地上駅時代の布施駅構内（奈良線側）
昭和44年12月撮影

　奈良線側は、通過線路２本あり奈良方
面からの利用客が多かったことが分かり
ます。
　大阪上本町―西大寺間、普通（このこ
ろから行先方向板は大阪上本町表示が出
はじめました）。
　難波―上本町間が開通以前の写真で
す。
 〈写真提供〉読者・坂口功氏

※今後もなつかしい写真を掲載します。
（編集部）

河
内
奇
譚

小
説

－1－

番  

照
男

（
河
内
在
住
の
作
家
）

枚岡神社
中東弘宮司
大いに語る

三
脚
を
立
て
て
、
一
晩
中

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
回
す
者

が
現
れ
た
。
夕
方
に
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
済
ま
せ
、
自

分
は
家
に
帰
り
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
だ
け
を
回
す
。
朝

方
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
取
り

に
行
き
、早
速
確
か
め
た
。

近
所
の
暇
な
連
中
が
集
ま

り
、
６
畳
の
客
間
の
雨
戸

を
閉
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
い
壁
に
映
像
を

映
し
出
し
、
目
を
皿
の
よ

う
に
し
て
見
た
。
還
暦
を

と
お
に
過
ぎ
た
男
た
ち
は

目
を
こ
す
り
な
が
ら
、
見

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
お

嬢
さ
ん
が
足
を
下
ろ
し
て

休
む
姿
を
見
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
新
た

な
都
市
伝
説
が
ま
た
生
ま

れ
た
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
も

目
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
が
な
い
。
恥
ず
か
し
が

り
屋
の
お
嬢
さ
ん
は
、
映

像
と
し
保
存
さ
れ
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
世
界
中
に
さ
ら

さ
れ
て
し
ま
う
の
が
耐
え

ら
れ
な
い
。

　

憶
測
が
噂
を
呼
び
、
噂

が
伝
説
を
形
成
し
た
。
そ

し
て
、
あ
る
結
論
に
落
ち

着
い
た
。
お
嬢
さ
ん
の
お

眼
鏡
に
叶
っ
た
青
年
の
前

で
し
か
左
足
を
下
ろ
さ
な

い
。
そ
れ
を
確
か
め
よ
う

と
、
今
夜
も
ま
た
八
尾
の

青
年
が
お
嬢
さ
ん
の
前
で

徹
夜
し
て
い
る
。

就
任
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日

（
新
任
）

古
橋
健
士
（
新
任
）

田
中
則
男
（
新
任
）

吉
川
博
之
（
新
任
）

岩
本
吉
治
（
新
任
）

山
口
孝
満
（
再
任
）

　

八
尾
商
工
会
議
所
は
10

月
31
日
に
臨
時
議
員
総
会

を
開
き
、
役
員
改
選
が
行

わ
れ
た
。

　

中
西
啓
詞
会
頭
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
し
い
会

頭
に
池
尻
誠
副
会
頭
が
選

ば
れ
た
（
任
期
３
年
）。

　

副
会
頭
は
山
口
孝
満
氏

（
再
任
）、古
橋
健
士
氏（
新

任
）、
田
中
則
男
氏
（
新

任
）、吉
川
博
之
氏（
新
任
）

が
選
出
さ
れ
た
。

　

専
務
理
事
は
、
大
堀
裕

央
氏
が
退
任
し
、
岩
本
吉

治
氏
が
就
任
し
た
。
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共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 

災
害
時
対
応
の

「
人じ

ん

引び
き

車し
ゃ

」パイプイス人引車 26,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

大
好
評
に
つ
き
受
注
後

約
20
日
で
納
品
し
ま
す

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用

　

税
理
士
受
験
を
し
て
い
る
頃
、
消
費
税
は
簡
単
だ
と

思
っ
て
い
た
。
所
得
税
と
比
べ
る
と
条
文
が
少
な
い

し
、
計
算
も
早
く
で
き
る
の
で
簡
単
だ
と
感
じ
て
い
た

の
だ
。

　

消
費
税
は
、
商
売
人
が
売
上
代
金
と
一
緒
に
も
ら

う
消
費
税
か
ら
、
仕
入
代
金
・
経
費

な
ど
と
一
緒
に
支
払
っ
て
い
る
消

費
税
を
引
い
た
金
額
を
納
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
預

か
っ
た
消
費
税
か
ら
、
負
担
し
た

消
費
税
を
引
い
た
分
を
納
め
る
の

で
、
商
売
人
は
損
も
得
も
な
い
の

だ
。
損
を
す
る
の
は
、
最
後
に
商

品
を
買
っ
た
人（
消
費
者
）で
あ
る
。

損
を
し
た
と
い
う
よ
り
消
費
す
る

人
が
負
担
し
た
と
言
う
方
が
正
し

い
だ
ろ
う
。

　

消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
と
事
務
の
負
担
が
増
え
る
の

は
間
違
い
な
い
。
現
場
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
簡
単

に
計
算
で
き
る
方
法
を
中
小
零
細
企
業
に
は
用
意
し
て

い
る
。
一
つ
が
「
簡
易
課
税
制
度
」
だ
。
こ
の
制
度
を

選
択
す
る
と
、
売
上
さ
え
分
か
れ
ば
消
費
税
が
計
算
で

き
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
制
度
が
な
け
れ
ば
、「
売

上
と
一
緒
に
も
ら
っ
た
消
費
税
」
と
「
仕
入
・
経
費
と

一
緒
に
支
払
っ
た
消
費
税
」
が
い
く
ら
な
の
か
計
算
し

な
い
と
い
け
な
い
。
消
費
税
が
か
か
ら
な
い
と
さ
れ
る

取
り
引
き
も
あ
る
の
で
、
領
収
書

１
枚
ず
つ
、
取
引
ご
と
に
デ
ー
タ

を
整
理
し
な
い
と
い
け
な
い
。
こ

れ
は
大
変
な
作
業
だ
！　

売
上
さ

え
分
か
れ
ば
計
算
で
き
る
簡
易
課

税
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
困
っ
た
こ
と
も

あ
る
の
だ
。

　

簡
易
課
税
を
選
択
す
る
に
は
、

そ
の
会
社
の
決
算
期
間
（
個
人
事

業
な
ら
暦
年
）
が
始
ま
る
前
に
選

ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
個
人
事
業
者
が
簡
易
課
税
を

選
ぼ
う
と
す
る
と
平
成
28
年
中
に
届
出
書
を
税
務
署
に

提
出
し
て
も
、
平
成
29
年
分
か
ら
し
か
簡
易
課
税
に
で

き
な
い
の
だ
。
な
ぜ
、後
だ
し
で
は
ダ
メ
な
の
だ
ろ
う
。

�

（
つ
づ
く
）

消費税の簡易課税は簡単ではない①

笑う笑う
税理士

７
税理士 上西　知

▶左からコーディ
ネーターを務める島
津義秀氏、西郷隆夫
氏、坂本匡弘氏

列
車
と
半
島

ザ
イ
ニ
チ
の
分
裂

日
本
と
朝
鮮
の

分
裂
状
態

北
と
南

ザ
イ
ニ
チ
と
分
裂

共
和
国
と
韓
国
の

分
断
状
態

ぶ
ん
れ
つ
ぶ
ん
だ
ん
ぶ
ん
れ
つ
ぶ
ん

だ
ん

断
裂　

裂
断　

断
絶　

絶
望

列
島
か
半
島
か
と

引
き
裂
か
れ
る

そ
の
絶
望
の
脳
み
そ
は

頭
蓋
骨
の
笑
み
割
れ
に
よ
り

生
れ
る
出
ず
る

新
た
な
る
希
望

北
か
南
か
と

断
ち
切
ら
れ
る

そ
の
絶
望
の
受
精
卵
は

見
慣
れ
ぬ
執
刀
医
た
ち
の

こ
れ
ま
で
に
な
い
切
開
手
腕
に
よ
り

血
ま
み
れ
た
胞え

衣な

か
ら
救
い
出
さ
れ

る新
た
な
る
希
望

ど
ち
ら
か
な
の
で
は
な
く

ど
ち
ら
か
な
の
か
の
そ
の
問
い
か
ら

抜
け
出
し
た
と
こ
ろ
の
何
か
へ

ど
ち
ら
か
だ
け
で
は
足
り
な
い

ど
ち
ら
も
だ
け
で
も
ま
だ
足
り
な
い

そ
の
次
の
と
こ
ろ
の
何
か
へ

詩
の
窓

ザ
イ
ニ
チ
の
分
裂
か
ら

丁 

章
（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

　

薩
長
同
盟
締
結
１
５

０
年
を
記
念
し
て
、「
薩

摩
琵
琶
独
演
会　

島
津

義
秀
の
世
界
」
が
11
月

２
日
に
ト
リ
イ
ホ
ー
ル

（
大
阪
市
中
央
区
千
日

前
１
）
で
開
か
れ
た
。

　

昼
の
部
は
薩
摩
琵
琶

独
演
会
、
夜
の
部
は
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
、
西
郷
隆
盛

ひ
孫
西
郷
隆
夫
氏
と
郷

士
坂
本
家
十
代
坂
本
匡

弘
氏
が
登
壇
し
、
歴
史

の
裏
舞
台
な
ど
を
語
り

合
っ
た
。

　

夜
の
部
に
は
約
50
人

の
西
郷
フ
ァ
ン
、
龍
馬

フ
ァ
ン
ら
が
参
加
し
、

身
の
乗
り
出
し
て
話
を

聞
い
て
い
た
。そ
の
後
、

会
場
近
く
の
居
酒
屋
で

懇
親
会
が
開
か
れ
、
夜

遅
く
ま
で
歴
史
談
議
に

花
が
咲
い
た
。

笑
顔
の
お
し
ど
り
夫
婦
、
西
田
安
宏
さ
ん
・
英
子
さ
ん

　

八
尾
市
役
所
近
く

に
、
本
格
的
な
蕎
麦

を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
店
が
あ
る
。
お

し
ど
り
夫
婦
、
西
田

安
宏
さ
ん
（
38
）
と

英
子
さ
ん（
39
）の
店「
手

打
ち
蕎
麦　

に
し
田
」だ
。　

西
田
さ
ん
は
も
と
も
と

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
が
、
自
分
で
何
か
し
た

い
と
考
え
、
脱
サ
ラ
。
蕎

麦
に
魅
せ
ら
れ
、

修
業
に
入
る
。
大

阪
で
２
年
、
東
京

で
３
年
。
学
生
時

代
に
野
球
で
培
っ

た
根
性
で
職
人
と

し
て
一
人
前
に
な

り
、
平
成
22
年
に

地
元
八
尾
で
店
を

持
っ
た
。

　

一
か
ら
十
ま
で

こ
だ
わ
っ
て
つ
く

ら
れ
る
蕎
麦
は
評

判
を
呼
び
、
遠
く

か
ら
食
べ
に
来
る
人
も
少

な
く
な
い
。

手打ち蕎麦 にし田
住所：八尾市本町５－１－ 11
電話：072 － 994 － 2688
営業時間：11 時～ 14 時 30 分、
17 時 30 分～ 21 時
定休日：毎週水曜日、第３火曜日
専用駐車場あり

　田中誠太市長をスペシャルゲス
トに迎え、歌手の道越裕

ゆ
海
う
さんが、

CD「きづなみち」をcozee records
より９月28日にリリースした。
　これについて田中市長は「『きづ
なみち』は、歌手道越裕海と私田中
誠太とのデュエットで、親元を旅立
とうとしている娘に対する父親の思
い、これまで温かく見守ってくれた
父親への娘の言葉では言い表すこと
のできない胸の内、父娘の『きずな』
を切々と歌い上げています」と話す。
　また、一緒に収録されている「ジ
ャポネーゼ」は、「きづなみち」と

曲想が正反対のラテンのリズムで、
道越裕海さんの歌声と融合し、ここ
ろを楽しくしてくれる。
　今回は、作曲は松田純一氏、作詞
は上田起士氏のコンビによる作品と
なっている。
　道越裕海さんは、21歳のときに「関
西歌謡大賞」に初出場し、「奨励賞」
を受賞。2005年に23歳でＣＤデビュ
ーした。
　「きづなみち」の定価は1,300円（税
込み）。
　問い合わせは田中誠太事務所（☎
072―993―7715）へ。

９
月
28
日
リ
リ
ー
ス

田中八尾市長とデュエット「きづなみち」道越裕海さんCDリリース

お
し
ど
り
夫
婦
が
作
る

本
格
的
な
蕎
麦 こだわり

広域
歴
史
の
舞
台
裏
語
る

西郷隆夫氏VS 坂本匡弘氏
西郷隆盛ひ孫 郷士坂本家十代

　

近
年
、
２
Ｓ
、
３
Ｓ
、
５
Ｓ
活
動
を
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
一
般
的
に
、
順
番
に
整
理
、
整
頓
、
清

掃
、
清
潔
、
習
慣
化
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
字
の
最
初
の

文
字
Ｓ
を
並
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
他
人
に
勧
め
ら
れ

実
施
し
成
果
を
得
た
企
業
、
さ
ほ
ど
成
果
を
得
ら
れ

ず
な
お
ざ
り
に
な
っ
て
い
る
企
業
、無
関
心
な
企
業
、

い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
整
理
、
整
頓
が
い
か
に
重
要
か
を
理

解
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
成
果
を
求
め
る

こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、
机
上
で
分
か
る
簡
単
な
方
法
が
あ
る
。

ま
ず
、
企
業
の
代
表
や
責
任
者
の
立
場
に
立
っ
て
企

業
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
一
つ
書
い
て
み
る
。
売
り
上

げ
向
上
、
利
益
向
上
等
、
何
で
も
構
わ
な
い
。
そ
れ

に
直
接
必
要
な
素
材
（
エ
レ
メ
ン
ト
）
を
考
え
る
だ

け
書
き
出
し
て
い
く
。
そ
れ
を
○
で
囲
み
目
指
す
と

こ
ろ
と
線
で
つ
な
ぐ
。
人
材
、
商
品
、
付
加
価
値
、

等
々
。

　

次
に
そ
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
確
保
す
る
に
必
要
な
エ

レ
メ
ン
ト
を
同
様
に
書
き
出
し
線
で
つ
な
ぎ
○
で
囲

む
。
そ
の
作
業
を
考
え
る
だ
け
す
れ
ば
重
複
す
る
エ

レ
メ
ン
ト
が
増
え
て
く
る
。
多
く
○
で
囲
ま
れ
た
も

の
が
重
要
な
エ
レ
メ
ン
ト
と
な
る
。
た
ぶ
ん
、
教

育
、
人
材
、
資
金
、
整
理
、
整
頓
に
多
く
の
丸
が
集

中
す
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
企
業
が
目
指

す
目
標
、
目
指
す
も
の
を
書
い
て
も
、
な
ぜ
か
同
じ

よ
う
な
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
が
企
業
を

運
営
す
る
中
で
一
番
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

教
育
、
人
材
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
が
、
資
金

は
そ
の
企
業
が
持
つ
個
別
要
因
で
あ
り
論
外
で
あ

る
。
今
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
の
が
、
整
理
、
整
頓
と

な
る
。
整
理
と
は
捨
て
る
こ
と
で
あ
り
、
整
頓
と
は

使
い
や
す
く
並
べ
替
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
材

料
、
工
作
機
械
、
指
示
系
統
、
人
材
、
行
程
、
規
律

ま
で
あ
ら
ゆ
る
全
て
に
及
ぶ
。
い
つ
か
使
う
だ
ろ
う

と
置
い
た
在
庫
が　

ど
れ
程
他
の
作
業
の
妨
げ
に
な

り
、
維
持
管
理
に
多
大
の
リ
ス
ク
が
伴
っ
て
い
る
か

即
分
か
る
。
使
う
頻
度
の
高
い
物
が
手
元
に
あ
り
、

定
位
置
に
あ
り
探
す
時
間
が
な
く
な
れ
ば
、
ロ
ボ
ッ

ト
と
同
じ
作
業
効
果
を
生
み
出
す
。
そ
れ
ら
を
可
能

に
す
る
に
は
日
々
の
清
掃
が
欠
か
せ
な
い
の
も
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
。誰
も
が
利
用
で
き
る
清
潔
も
伴
い
、

そ
れ
を
維
持
す
る
習
慣
化
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
れ

で
、
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
習
慣
化
の
５
Ｓ

の
重
要
性
が
理
解
で
き
る
。

　

さ
て
、
５
Ｓ
は
も
は
や
企
業
は
で
き
て
当
た
り
前

の
行
為
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
、
ど
の
ス
ー
パ
ー

に
行
っ
て
も
、売
れ
な
い
も
の
は
並
ん
で
い
な
い
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
商
品
が
並
び
、
取
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
し
、
床
は
ピ
カ
ピ
カ
、
ト
イ
レ
も
清
潔
に
保
た

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
い
つ
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

40
年
前
は
大
声
で
た
だ
売
れ
ば
良
か
っ
た
量
販
店

が
、
こ
の
変
遷
で
あ
る
。
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
商

店
街
や
、
暗
い
公
設
市
場
は
縮
小
さ
れ
て
、
今
は
見

か
け
な
い
。
で
は
、
あ
な
た
の
企
業
で
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
創
業
か
ら
ど
れ
ほ
ど
変
化
し
た
だ
ろ
う
か
。

　

５
Ｓ
は
顧
客
の
た
め
に
す
る
の
で
な
く
、
自
社
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
自
社
が
こ
れ
か
ら
、
存
続
で

き
る
か
は
５
Ｓ
が
で
き
て
い
る
か
で
決
ま
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
５
Ｓ
は
徹
底
的
に
し
て

こ
そ
価
値
が
出
る
。
い
か
な
る
妥
協
も
許
し
て
は
い

け
な
い
。
実
現
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
徹
底
し
た
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
特
に
第
３
者
機
関
を
導
入
し
た
Ｐ
（
計
画
）

Ｄ
（
運
用
）
Ｃ
（
検
証
）
Ａ
（
行
動
）
サ
イ
ク
ル
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
お
す
す
め
し
た
い
。
そ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
ど
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
中
途
半
端
な
計
画
Ｐ
で
あ
っ

た
り
、
検
証
Ｃ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
な
る
。
だ
か
ら
徹
底
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

必
要
な
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
や
Ｋ
Ｅ
Ｓ
認
証
が

妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
第
３
者
認
証
を
伴
う
こ
と

で
緊
張
感
が
発
生
し
的
確
な
も
の
と
な
り
成
果
が
大

き
く
な
る
。
そ
れ
は
企
業
の
存
続
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
５
Ｓ
だ
け
し
て
い
れ
ば
安
泰
で
あ
る
わ

け
で
も
な
い
。

10Sのすすめ
　

５
Ｓ
は
で
き
て
当
た
り

前
、
こ
れ
か
ら
は
新
た
な

５
Ｓ
が
要
求
さ
れ
る
。
そ

れ
は
次
な
る
５
Ｓ
で
あ

る
。

　

Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｄ 

Ｕ
ｐ（
迅

速
）

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
は

あ
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
は
企
業
に
と
っ
て
重
要

な
事
案
で
あ
る
。
決
断
、

取
り
組
み
、
作
業
、
教
育
、

納
期
等
、
ス
ピ
ー
ド
が
要

求
さ
れ
る
も
の
が
多
く
あ

る
。
陸
上
選
手
が
な
ぜ
早

い
の
だ
ろ
う
か
。
常
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
か

ら
記
録
は
更
新
さ
れ
る
の

だ
。
作
業
を
早
め
る
に
は

５
Ｓ
が
で
き
て
い
て
な
お

か
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
検
証

が
必
要
で
あ
る
。
近
年
の

中
国
が
躍
進
す
る
の
は
同

じ
商
品
を
作
る
の
に
商
品

化
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
が

日
本
の
十
分
の
一
と
言
わ

れ
て
い
る
。よ
い
事
案
は
、

確
か
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

即
行
動
す
る
の
が
良
策
か

と
。
最
速
の
効
率
化
で
あ

る
。

　

Ｓ
ａ
ｖ
ｅ
（
節
約
）

　

企
業
は
効
率
の
追
求
で

あ
り
、
無
駄
の
排
除
は
欠

か
せ
な
い
。
こ
こ
で
言
う

節
約
は
無
駄
の
排
除
だ
。

節
約
は
小
さ
な
効
果
し
か

出
な
い
が
、
多
く
の
人
が

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
大

き
な
力
と
な
り
る
。
例
え

ば
お
茶
碗
に
残
っ
た
１
粒

の
ご
飯
、
日
本
１
億
人
が

セ
イ
ブ
す
れ
ば
２
万
食
分

の
節
約
と
な
る
。

　

人
件
費
の
高
い
日
本
に

お
い
て
は
人
件
費
の
削
減

は
企
業
の
生
命
線
で
あ

る
。
忙
し
い
、
果
た
し
て

そ
う
だ
ろ
う
か
。
人
件
費

を
節
約
す
る
に
は
各
個
人

の
時
間
行
動
表
の
作
成
が

欠
か
せ
な
い
。
自
分
の
時

間
を
再
考
す
る
の
で
あ

る
。
各
社
員
も
会
社
に
依

存
す
る
人
生
で
な
く
、
自

分
の
豊
か
な
人
生
を
追
求

す
べ
き
で
あ
る
。
労
働
時

間
を
減
ら
し
同
じ
生
産
を

す
れ
ば
生
産
効
率
の
向
上

で
あ
る
。
節
電
だ
け
が
セ

イ
ブ
で
な
い
。

Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
、
Ｓ
ｅ
ｃ

ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ（
安
心
安
全
）

　

近
年
、
安
心
、
安
全
は

企
業
に
と
っ
て
切
っ
て
も

切
れ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
。
社
員
の
安
全
は
も

と
よ
り
ス
テ
ー
ク
ス
ホ
ル

ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
の

安
心
安
全
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。例
え
ば
、

情
報
漏
洩
や
ハ
ッ
カ
ー
攻

撃
対
策
、
災
難
に
お
け
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
ビ
ジ
ネ
ス
継
続

計
画
）、
人
材
欠
員
に
よ

る
代
行
員
の
教
育
等
、
無

駄
の
な
い
安
心
安
全
を
担

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
個
人
情
報
は
も
と
よ

り
、
企
業
の
安
全
の
確
保

も
常
に
変
遷
さ
れ
、
昔
の

一
特
許
商
品
に
頼
る
商
売

で
は
永
続
は
期
待
で
き
な

い
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ 

ｒ
ｅ

ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
（
社
会
的

責
任
、
社
会
的
貢
献
）

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
に

示
さ
れ
る
社
会
的
貢
献
は

こ
れ
か
ら
の
企
業
の
在
り

方
の
指
標
で
あ
る
。
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
発

展
は
不
可
欠
で
あ
り
、
自

社
だ
け
の
利
益
を
追
求
す

る
な
ら
ば
、
自
社
が
全
世

界
を
網
羅
で
き
る
わ
け
で

も
な
く
、
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
発
展
が
破
綻

す
る
こ
と
が
分
か
る
。
企

業
が
個
人
の
持
ち
物
で
な

く
社
会
の
一
部
に
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
利
害
関
係

者
だ
け
の
も
の
で
な
く
、

社
会
と
繋
が
っ
た
企
業
を

目
指
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。な
ら
ば
、

社
会
的
貢
献
は
必
要
不
可

欠
に
な
る
。

　

Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
（
満
足
度
）

　

顧
客
満
足
度
の
み
な
ら

ず
、
人
間
の
本
質
的
な
行

為
は
す
べ
て
そ
の
人
間
の

満
足
度
に
あ
る
。
元
来
満

足
度
に
よ
っ
て
価
値
が
決

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
近

年
、
相
場
、
市
場
、
需

要
、
情
報
等
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
貨

幣
は
国
家
間
の
信
用
で
成

り
立
っ
て
い
る
だ
け
で
紙

き
れ
に
過
ぎ
な
い
。
労
働

に
至
っ
て
も
家
族
の
た
め

に
働
い
た
と
い
う
団
塊
世

代
の
企
業
戦
士
は
年
老
い

て
、
職
場
か
ら
離
れ
自
分

の
満
足
の
た
め
に
働
い
て

い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
仕

事
に
の
め
り
込
む
の
も
、

賭
け
事
も
、エ
コ
活
動
も
、

こ
れ
か
ら
の
企
業
が
目
指
す

５
Ｓ
プ
ラ
ス

５
Ｓ
＝
10
Ｓ
と　
　
は

NPO法人グラウドワーク八尾 　　
大阪KES環境機構（O-KES）事務局 徳山 吉令

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
す
べ
て

の
行
為
が
自
己
満
足
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
満
足

度
が
高
け
れ
ば
無
償
の
労

働
も
あ
り
う
る
。
や
り
が

い
と
も
言
え
る
。
企
業
は

労
働
者
に
与
え
、
企
業
自

体
も
求
め
る
。
自
己
の
物

欲
を
満
た
す
満
足
を
追
求

す
れ
ば
果
て
し
な
き
物
に

な
る
だ
ろ
う
。
自
己
の
精

神
的
な
満
足
を
求
め
れ
ば

満
た
さ
れ
る
満
足
と
な
る

の
だ
。
金
銭
的
価
値
ば
か

り
追
求
す
る
よ
り
働
い
て

喜
び
喜
ば
れ
、
達
成
感
が

あ
り
、
感
謝
さ
れ
る
様
な

人
材
、企
業
に
な
り
た
い
。

難
民
は
支
援
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
い
、
満
足
で

き
る
職
場
を
求
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
満

足
度
の
追
求
こ
そ
が
こ
れ

か
ら
の
社
会
、
人
類
が
目

指
す
最
終
目
標
な
の
だ
。

　

以
上
が
こ
れ
か
ら
企
業

に
求
め
ら
れ
る
５
Ｓ
プ
ラ

ス
５
Ｓ
、
10
Ｓ
で
あ
る
。

寄 稿

手打ち蕎麦　にし田
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熟年夫婦の相談に乗る西田伸恵さん

　

西
田
さ
ん
は
生
ま
れ
も

育
ち
も
八
尾
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
保

育
士
に
な
り
、
約
20
年
に

わ
た
り
幼
児
教
育
に
打
ち

込
む
。
そ
の
間
、
結
婚
し

３
人
の
子
宝
に
も
恵
ま

れ
、
仕
事
と
育
児
に
大
忙

し
。
パ
ワ
フ
ル
な
西
田
さ

ん
は
し
っ
か
り
と
こ
な

し
、
子
ど
も
に
手
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
な
る
と
、

さ
ら
に
自
宅
で
食
育
の
教

室
を
始
め
た
。
子
育
て
を

す
る
な
か
で
、
食
べ
物
と

体
の
関
係
を
詳
し
く
調
べ

る
よ
う
に
な
り
、
友
だ
ち

に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

体
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
に
は
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
が
よ
い
と
知
り
、
す

ぐ
に
学
び
習
得
し
た
。
ま

さ
に
即
実
行
の
人
だ
。

　

教
室
は
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
自
宅
に
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

友
だ
ち
だ
け
で
な
く
、

誰
も
が
気
楽
に
来
れ
る
場

所
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
を
形
に
し
、
昨
年
６
月

に
こ
の
店
が
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
本

高
校
の
先
輩
で
あ
る
美
馬

功
之
助
氏
（
株
式
会
社
Ｍ

Ｉ
Ｍ
Ａ
社
長
）
が
協
力
し

て
く
れ
、
リ
ホ
ー
ム
が
特

急
で
行
わ
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
す
ぐ
は

若
い
女
性
の
来
店
が
多

か
っ
た
が
、
今
で
は
熟
年

夫
婦
も
珍
し
く
な
い
。
子

育
て
か
ら
認
知
症
予
防
ま

で
相
談
内
容
は
幅
広
い
。

　

今
年
７
月
に
は
、
親
し

い
人
に
誘
わ
れ
て
タ
イ
へ

行
っ
た
。
そ
こ
で
、
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
タ
イ
の
人
た
ち
は
、

日
本
人
と
違
っ
て
心
が
縛

ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
よ

り
も
経
済
的
に
は
貧
し
い

が
、
心
は
満
た
さ
れ
て
い

る
。
人
間
は
幸
せ
に
な
る

た
め
に
生
ま
れ
て
く
る
の

だ
と
い
う
こ
と
が
ス
ト
ン

と
落
ち
た
。
胸
の
つ
か
え

が
と
れ
、
帰
国
。
こ
の
喜

び
を
周
り
に
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
早
速
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
。

　
「
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
西
田
さ
ん
は
少

女
の
よ
う
な
瞳
で
語
っ
て

い
た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

腹
ご
し
ら
え
が
で
き
た
の
で
、
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト

ロ
フ
ス
ク
大
学
へ
向
か
う
。
ビ
ク
ト
ル
さ
ん
の
運

転
は
滑
ら
か
で
、
心
地
い
い
。
イ
タ
リ
ア
ン
で
満

た
さ
れ
た
腹
は
脳
に
睡
眠
の
信
号
を
送
る
よ
う

だ
。
う
と
う
と
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
ド

ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
フ
ス
ク
大
学
に
着
い
て
い
た
。
時

計
を
見
る
と
、
１
時
間
が
過
ぎ
て
い
た
。

　

ぼ
ん
や
り
し
た
頭
で
建
物
に
入
り
、
教
室
へ
。

　

白
髪
で
長
身
の
タ
ラ
ス
教
授
が
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
る
。

　
「
遠
方
の
と
こ
ろ
、
よ
く
い
ら
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
久
方
ぶ
り

の
再
会
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

　

ハ
グ
し
て
握
手
。
再
会
を
喜
び
あ
っ
た
。

　
「
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
が
先
生
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
主
に
４
年
生
で
す
が
、
他
の
学
年
も
混

ざ
っ
て
い
ま
す
」

　

教
室
で
は
30
人
ほ
ど
の

学
生
が
笑
顔
で
迎
え
て
く

れ
た
。
９
割
方
女
子
学
生

だ
。

　

日
本
の
文
学
事
情
に
つ

い
て
話
を
し
て
欲
し
い
と

い
う
リ
ク
エ
ス
ト
な
の
で
、

早
速
質
問
か
ら
始
め
た
。

　
「
ど
ん
な
本
を
読
ん
で

い
ま
す
か
」

　

栗
毛
で
鼻
筋
の
通
っ
た

女
子
学
生
が
手
を
挙
げ
る
。

　
「
今
、私
は『
源
氏
物
語
』

を
読
ん
で
い
ま
す
。
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

　

そ
う
言
っ
て
、
古
い
上
製
本
を
開
い
て
差
し
出

し
た
。

　

見
て
、驚
い
た
。
活
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

原
文
だ
。
学
生
の
と
き
に
習
っ
た
古
文
の
知
識
で

し
ど
ろ
も
ど
ろ
答
え
た
が
、
納
得
し
て
も
ら
え
た

か
心
許
な
い
。

　

次
に
、
ノ
ッ
ポ
の
男
子
学
生
が
手
を
挙
げ
た
。

　
「
私
は
村
上
春
樹
と
よ
し
も
と
ば
な
な
を
読
ん

で
い
ま
す
」

　

想
定
し
て
い
た
答
え
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

　

村
上
春
樹
と
よ
し
も
と
ば
な
な
の
作
品
の
特
徴

を
解
説
す
る
と
、男
子
学
生
は
満
足
し
た
表
情
で
、

「
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
深
く
頭
を
下
げ
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
67

ドニプロペトロフスク大学で講義

　

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
田

ん
ぼ
（
長
野
康
子
代
表
、

八
尾
市
南
木
の
本
２
）
の

第
４
回
作
品
展
が
、
11
月

５
日
と
６
日
の
２
日
間
、

同
会
場
で
開
か
れ
た
。

　

マ
ク
メ
ラ
手
芸
、
生
け

花
、
習
字
、
絵
手
紙
、
押

し
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
が

所
せ
ま
し
に

展
示
さ
れ
た
。

次
々
に
来
場
者

が
あ
り
、
会
場

は
賑
わ
っ
た
。

　

居
場
所
作
り

に
取
り
組
ん
で

き
た
田
ん
ぼ

は
、
来
年
３
月

で
15
周
年
を
迎

え
る
。
こ
こ
が

あ
る
か
ら
元
気

で
い
ら
れ
る
と

い
う
声
も
よ
く

聞
く
。
ま
す
ま

す
存
在
意
義
が

大
き
く
な
る
だ

ろ
う
。

街かどデイハウス田んぼ 第４回作品展

バ
ザ
ー
ル
や
芸
能
発
表 

盛
大
に

第64回女性フェスティバル2016 10月27日開かれる
　

第
64
回
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
が
10
月

27
日
に
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
小
ホ
ー

ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。
主
催

は
八
尾
市
女
性
連
合
会
（
角
田
禮
子
会
長
）、
後
援

は
八
尾
市
・
八
尾
市
教
育
委
員
会
。

　

10
時
か
ら
始
ま
り
、
小
ホ
ー
ル
入
口
で
助
け
合
い

バ
ザ
ー
ル
や
く
ら
し
学
習
館
講
座
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

　

13
時
か
ら
は
式
典
が
開
か
れ
、
市
民
憲
章
の
唱
和

の
後
、
角
田
禮
子
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
な
ど
と

続
い
た
。

　

芸
能
発
表
の
部
で
は
、
地
域
女
性
会
会
長
替
え
歌

発
表
を
皮
切
り
に
、
コ
ン
ト
、
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、

川
柳
紹
介
、
３
Ｂ
体
操
、
三
味
線
、
民
謡
な
ど
次
々

に
披
露
さ
れ
た
。

が
ん
患
者
さ
ん
の
看
病
を
し
て

い
る
人
の
サ
ポ
ー
ト
協
会

がんと生活とお金の話

　

が
ん
患
者
さ
ん
の
看

病
を
し
て
い
る
人
の
サ

ポ
ー
ト
協
会
が
講
演

会
「
が
ん
と
生
活
と
お

室
（
八
尾
市
光

町
２
）、
22
日

は
命
泉
堂
２
階

（
八
尾
市
北
本

町
１
）
で
行
わ

れ
た
。

　

両
日
と
も
３

部
構
成
で
、
①

看
病
の
幸
せ
の

見
つ
け
方
（
講

師
：
酒
井
た
え

こ
さ
ん
）、
②

が
ん
と
生
活
と

保
険
の
話
（
講
師
：
齊
藤

美
樹
さ
ん
）、
③
時
の
マ

ヤ
暦
・
自
分
ら
し
い
看
病

が
で
き
る
（
講
師
：
森
善

子
さ
ん
）。

　

が
ん
患
者
と
家
族
が
直

面
す
る
暮
ら
し
と
お
金
の

具
体
的
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
と
、
参
加
者
は

異
口
同
音
に
じ
み
じ
み
と

話
し
て
い
た
。

　

が
ん
患
者
さ
ん
の
看
病

を
し
て
い
る
人
の
サ
ポ
ー

ト
協
会
へ
の
問
い
合
わ

せ
・
相
談
は
、
☎
０
９
０

―
６
６
６
７
―
６
８
２
１

へ
。

金
の
話
」
を
10
月
21
日
と

22
日
に
開
催
し
た
。
21
日

は
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
第
２
会
議

職
業
に
関
心
持
っ
て

講
師
招
い
て
職
業
講
話

永
吉
航
太
さ
ん

勝
山
千
男
さ
ん

桑
田
令
子
さ
ん

西
麻
弥
さ
ん

　

10
月
28
日
、
八
尾
市
立

成
法
中
学
校
（
横
川
一
敏

校
長
）
の
体
育
館
で
は
専

門
分
野
で
働
く
市
民
を
迎

え
、
職
業
講
話
が
開
か
れ

た
。

　

八
尾
市
立
市
民
病
院
で

相
談
員
と
し
て
働
く
西
麻

弥
さ
ん
（
44
）、
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
を
構
え
ダ
ン
ス

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で

も
あ
る
桑
田
令
子
さ
ん

（
55
）、
日
本
旅
行
で
働
く

永
吉
航
太
さ
ん
（
25
）、

薬
剤
師
の
勝
山
千
男
さ
ん

（
60
）
の
４
人
が
中
学
２

年
生
約
２
０
０
人
の
前
で

話
し
た
。

　

講
演
者
は
、
現
在
の
職

業
に
就
い
た
経
緯
か
ら
、

仕
事
の
内
容
と
そ
の
魅
力

を
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。
講

話
中
に
は
学
生
た
ち
の
頷

く
姿
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。

　

相
談
員
の
西
さ
ん
は
入

院
す
る
患
者
さ
ん
の
心
の

ケ
ア
に
努
め
、
そ
の
人
ら

し
く
過
ご
せ
る
方
法
を
患

者
さ
ん
と
共
に
考
え
る
。

　

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
桑
田
さ
ん
は
、
生

徒
に
技
術
を
教
え
る
。
も

の
を
作
っ
た
り
売
っ
た
り

す
る
仕
事
で
は
な
い
だ
け

に
肝
心
な
の
は
人
と
の
関

わ
り
合
い
だ
と
話
す
。
相

手
に
よ
っ
て
伝
え
方
や
答

え
は
異
な
る
。

　

旅
行
会
社
の
永
吉
さ
ん

は
ツ
ア
ー
先
で
の
思
わ
ぬ

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
経

験
か
ら
そ
の
時
の
対
処
法

を
紹
介
し
た
。

　

薬
剤
師
の
勝
山
さ
ん
は

患
者
の
命
を
預
か
っ
て
い

る
こ
と
の
責
任
に
つ
い
て

話
し
た
。

　

講
演
者
が
中
学
生
に
語

り
か
け
る
仕
事
の
大
切

さ
。そ
れ
は
四
者
四
様
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
よ
っ

て
そ
の
着
眼
点
は
違
う
。

　

し
か
し
、
共
通
す
る
と

こ
ろ
は
中
学
生
へ
贈
る
言

葉
に
表
わ
れ
た
。
今
の
時

間
を
大
切
に
、
何
か
に
打

ち
込
む
こ
と
。
そ
れ
が
職

業
に
繋
が
ら
な
く
と
も
、

そ
の
経
験
が
人
生
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
思

い
思
い
の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

八
尾
市
立
成
法
中
学
校

で
は
年
に
一
度
、
生
徒
へ

向
け
た
職
業
講
話
を
開
い

て
い
る
。
中
学
生
が
職
業

と
関
わ
る
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
機
会
と
し
て

は
有
意
義
な
も
の
だ
。

�

（
嶋
津
亮
太
）

アロマの香り

アロマと健康のお店
thanks to Aroma 代表

西田 伸恵さ　
　ん

八尾市青山町５－８－１
☎ 072 － 944 － 8989
営業時間
月・木 10 時～ 15 時
水・土 10 時～ 17 時
定休日　火・金・日・祝

食
育
、子
育
て
か
ら
認
知
症
予
防
の
相
談
ま
で

　

こ
こ
に
来
る
と
、
穏
や

か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
。

そ
ん
な
居
場
所
が
八
尾
に

あ
る
。
八
尾
市
総
合
体
育

館
ウ
イ
ン
グ
の
南
隣
に
あ
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ロ
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と
健
康
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お
店

「thanks�to�Aroma

」
だ
。

季
節
に
応
じ
た
ア
ロ
マ
の

香
り
に
部
屋
が
満
た
さ
れ

て
い
る
。
今
の
時
期
は
台

湾
ヒ
ノ
キ
。
自
然
の
中
で

深
呼
吸
し
て
い
る
よ
う
で

心
地
い
い
。
風
邪
予
防
に

も
な
る
の
も
嬉
し
い
。

　

代
表
の
西
田
伸
恵
さ

ん
（
45
）
は
、
天
使
の
よ

う
な
オ
ー
ラ
に
包
ま
れ
て

い
る
女
性
だ
。
一
緒
に
い

る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
心
の
結
ぼ
れ
が
解

け
て
い
く
。
そ
ん
な
力
を

持
っ
て
い
る
。

　西田さんは健康子育て支援団体
thanks�to�child 代表という肩書も持っ
ている。この団体が主催する八尾市子
育て世代支援事業助成金事業「自分開
拓！　しあわせな人生を歩める大人に
なろう」が 11 月 19 日と 20 日に八尾
市文化会館プリズムホール会議室２
（八尾市光町２）である。両日とも 18
時 30 分～ 20 時 30 分、参加費 500 円
（お茶、お菓子代）、対象は中学生以上。
問い合わせ、申し込みは☎ 090－4492
－9600 へ。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
な
が
ら
講
演
す
る
酒
井
た

え
こ
さ
ん
（
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で
）

開　催

来
年
は
15
周
年

作品を前に 15 年の道のりを振り返る長野康子代表

八 尾 市 立
成法中学校

大星なるみと行くバスツアー
近江八幡の町並みと
水郷めぐりを楽しむ旅
■とき　12月 11日（日）
　朝８時八尾出発（雨天決行）
■会費　大人9,500円（中学生以上）
＊昼食代・車内での飲み物・舟代が全て
含まれます。申し込み・問い合わせ　大
星なるみ市議（☎072－970－5539）へ。

竜王「道の駅」
で迎春のお
買い物も！

★申し込み締切日は11
月25日（金）。定員に
なり次第、締め切りま
す。
★会費は当日お支払い
下さい。
★八尾への到着は18時
30分頃の予定です。

4,104

2016（平成28）年12月３日（土）
15：00開演（14：15開場）

大阪フィルハーモニー交響楽団八尾演奏会

☆出 演☆　　　　　　
指　揮：井上道義（大阪フィル首席指揮者）
独　奏：三浦文彰（NHK大河ドラマ「真田丸」メインテーマ・ソロヴァイオリニスト）
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団
☆プログラム☆　
ベートーヴェン：序曲「コリオラン」
サン＝サーンス：ヴァイオリン協奏曲 第 3番
ベートーヴェン：交響曲 第 7番
☆チケット（全席指定・税込）☆　　　
SS席　一般6,000円　完売しました　　S席　  一般 4,500円／割引3,600円
A席　  一般 3,000円／割引2,400円　B席　  一般 2,000円
…当日は各500円増。S席割引・A席割引は25歳以下、65歳以上、障がいのある方とその介添の
方（1名様まで）が対象。
【若者を応援！】
フレッシュシート＋1,000円＜大学生以上、25歳以下＞　フレッシュシート500円　＜小、中、高校生＞
…当日増なし、A席一部
【後半（交響曲第7番）のみ聴ける！】
ハーフチケット　S席　3,000円／A席　2,000円
…開演後～休憩終了時まで発売・休憩まで入場不可・他券種との振替不可
※B席、S席・A席割引、フレッシュシート、フレッシュシート+、ハーフチケットは、プリズムホール
のみ取扱。
※各種割引チケットをご購入の際にはそれぞれを確認できる証明書（学生証・健康保険証など）をご
提示ください。
※SS席・B席は友の会割引を含め割引価格なし。
※就学前のお子さまのご入場はご遠慮ください。

マエストロ・井上道義によるプレトーク開催 !!
楽しい仕事が見つかります !

未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

「
松
の
木
小
唄
」
の
替
え
歌
を
披
露

八尾市議会議員

アロマと健康のお店
thanks to Aroma
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